
　

桜
は
散
り
、
若
葉
の
季
節
に
な
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
梅
雨

を
越
し
て
夏
に
な
る
と
、
い
よ
い
よ

第
27
回
参
議
院
選
挙
が
行
わ
れ
ま

す
。

　

日
本
医
師
連
盟
は
組
織
内
候
補
と

し
て
、釜
萢
敏
（
か
ま
や
ち
さ
と
し
）

先
生
を
推
薦
し
て
お
り
、
兵
庫
県
医

師
連
盟
も
同
様
に
推
薦
し
て
い
ま

す
。

　

ま
ず
、
な
ぜ
政
権
政
党
の
比
例
代

表
と
し
て
候
補
を
出
す
の
か
と
い
う

と
、
他
の
医
療
関
連
団
体
が
比
例
代

表
議
員
を
擁
し
て
い
る
場
合
に
医
師

連
盟
が
比
例
代
表
議
員
を
擁
し
て
い

な
い
と
、
政
策
要
望
の
反
映
が
他
団

体
に
比
べ
て
難
し
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、
比
例
代
表
に
候
補
者
を
擁
立
す

る
こ
と
は
、
そ
の
団
体
が
い
か
に
そ

の
政
権
政
党
を
支
持
し
て
い
る
か
の

バ
ロ
メ
ー
タ
ー
に
な
り
ま
す
し
、
政

権
政
党
は
、
団
体
推
薦
の
比
例
代
表

議
員
の
発
言
を
そ
の
団
体
の
発
言
と

受
け
取
り
ま
す
。
そ
し
て
、
全
国
的

な
支
援
体
制
を
通
じ
て
、
日
医
・
都

道
府
県
・
郡
市
医
師
連
盟
組
織
の
強

化
連
携
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

次
に
、
釜
萢
敏
（
以
下
、
か
ま
や

ち
先
生
）
先
生
を
推
薦
す
る
理
由
と

し
ま
し
て
は
、
か
ま
や
ち
先
生
は
平

成
26
年
か
ら
日
本
医
師
会
常
任
理

事
、
令
和
６
年
か
ら
は
副
会
長
と
し

　
　
　

治
力
（
集
票
能
力
）
を
示
す

　
　
　

た
め
、
各
地
区
（
小
選
挙
区

　
　
　

等
）
で
の
医
師
連
盟
推
薦
候

　
　
　

補
者
の
支
援
活
動
を
強
力
に

　
　
　

展
開
す
る
。

二
．
広
報
活
動

　

県
民
並
び
に
関
係
団
体
に
対
し

て
、
強
く
医
師
連
盟
の
理
念
と
医
療

政
策
を
訴
え
、
理
解
を
得
る
よ
う
努

め
、
広
く
県
民
等
を
巻
き
込
ん
だ
世

論
の
形
成
を
目
指
す
。

①
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
県
民
並
び
に
関
係

　

団
体
等
参
加
の
集
会
開
催

②
医
師
連
盟
ニ
ュ
ー
ス
の
企
画
・
編

　

集
、
定
期
発
行
並
び
に
関
係
団
体

　

へ
の
配
布

③
医
師
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
紙
面

　

の
充
実

三
．
対
内
活
動

　

医
師
連
盟
会
員
へ
の
医
療
政
策
の

啓
発
と
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
為
の
政

治
活
動
へ
の
参
画
意
識
の
昂
揚
を
図

る
。

　

①
医
師
連
盟
若
手
会
員
の
育
成

　

②
医
療
政
策
を
政
治
に
反
映
さ
せ

　

る
方
策
の
検
討

四
．
各
関
係
団
体
と
の
連
携
強
化

　

関
係
団
体
と
の
強
固
な
連
携
の
も

と
、
医
療
施
策
の
実
現
化
の
為
の
政

治
活
動
を
展
開
す
る
。

①
日
本
医
師
連
盟
と
の
連
携

②
近
畿
各
府
県
医
師
連
盟
（
医
師
政

　

治
連
盟
）
と
の
連
携

③
兵
庫
県
歯
科
医
師
連
盟
、
兵
庫
県

　

薬
剤
師
連
盟
と
の
連
携

④
そ
の
他
の
関
係
団
体
と
の
連
携

（
令
和
７
年
度
会
費
賦
課
徴
収
）

一
、
会
費
の
賦
課
額

　

令
和
７
年
度
兵
庫
県
医
師
連
盟
会

費
賦
課
額
を
次
の
通
り
定
め
る
。

会
費
賦
課
額

　

Ａ
会
員
（
年
額
）
３
，
５
０
０
円

　

Ｂ
会
員
（
年
額
）
１
，
０
０
０
円

二
、
会
費
の
徴
収
方
法

　

兵
庫
県
医
師
会
会
費
等
徴
収
規
程

及
び
同
施
行
細
則
に
準
ず
る
。

て
、
地
域
医
療
の
実
情
や
日
医

の
医
療
・
介
護
政
策
を
熟
知
し
、

医
師
連
盟
担
当
役
員
と
し
て
陳

情
等
を
含
め
医
政
に
係
る
活
動

も
積
極
的
に
行
っ
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。
こ
こ
数
年
の
医
療
政
策

は
、
医
師
偏
在
・
診
療
科
偏
在
、
医

師
の
働
き
方
改
革
、
か
か
り
つ
け
医

機
能
報
告
制
度
、
新
た
な
地
域
医
療

構
想
、
医
療
Ｄ
Ｘ
等
、
様
々
な
課
題

が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
部
の
官

庁
や
国
政
を
担
う
方
々
の
間
に
は
、

こ
れ
ら
の
課
題
を
医
療
費
削
減
や
規

制
改
革
な
ど
に
結
び
付
け
、
本
来
の

趣
旨
を
換
骨
奪
胎
せ
ん
と
す
る
動
き

が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。「
日
本

の
医
療
や
介
護
制
度
を
よ
り
良
い
も

の
に
し
た
い
」
と
い
う
思
い
は
全
て

の
会
員
の
共
通
し
た
願
い
で
す
。
今

後
も
医
師
会
員
の
先
生
方
が
安
心
し

て
医
療
や
介
護
を
提
供
し
、
医
業
経

営
を
継
続
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
は
、
医
療
政
策
、
医
政
活
動
に

精
通
し
た
か
ま
や
ち
先
生
は
余
人
を

も
っ
て
代
え
が
た
い
必
要
不
可
欠
な

存
在
で
す
。

　

国
民
が
安
心
し
て
医
療
・
介
護
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
会
員
の
先
生
方

は
勿
論
、
ご
家
族
、
職
員
の
皆
様
、

患
者
さ
ん
に
医
療
・
介
護
の
重
要
性

を
お
話
し
下
さ
い
。
日
本
医
師
連
盟

推
薦
の
候
補
者
は
、
当
選
は
当
然
の

こ
と
な
が
ら
医
療
・
介
護
系
の
候
補

者
の
中
で
１
位
当
選
と
な
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
会
員
の
先
生
方
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

４
月
13
日
（
日
）、
兵
庫
県
医
師

会
館
で
開
催
し
、「
令
和
７
年
度
事

業
計
画
」、「
令
和
７
年
度
予
算
」、「
令

和
７
年
度
会
費
賦
課
徴
収
」
の
３
議

案
に
つ
い
て
、
原
案
通
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

（
令
和
７
年
度
事
業
計
画
）

　

医
師
の
政
治
力
強
化
を
図
り
、

も
っ
て
「
国
民
皆
保
険
制
度
の
堅

持
」、「
地
域
保
健
医
療
活
動
の
強

化
」、「
平
等
で
安
全
な
医
療
提
供
体

制
の
確
保
」
並
び
に
「
医
業
経
営
基

盤
の
確
立
」
等
各
種
施
策
の
実
現
の

た
め
政
治
活
動
を
展
開
す
る
。

一
．
政
治
活
動

①
県
下
首
長
・
議
員
に
対
し
て
の
ロ

　

ビ
ー
活
動
展
開

１
）
県
選
出
国
会
議
員
は
マ
ン

　
　
　

ツ
ー
マ
ン
方
式
に
よ
る

２
）
郡
市
医
師
連
盟
に
お
け
る

　
　
　

地
方
自
治
体
首
長
、
選
挙
区

　
　
　

県
議
会
議
員
、
市
町
議
会
議

　
　
　

員
へ
の
ロ
ビ
ー
活
動
に
対
す

　
　
　

る
支
援

②
兵
庫
県
議
会
議
員
と
の
県
民
の
医

　

療
と
福
祉
を
考
え
る
会
の
開
催

　
（
医
療
政
策
勉
強
会
等
の
開
催
）

③
兵
庫
県
議
会
主
会
派
に
対
す
る
医

　

療
政
策
実
現
化
に
向
け
て
の
県
予

　

算
化
要
望

④
選
挙
活
動
の
展
開

１
）
第
27
回
参
議
院
議
員
選
挙
に

　
　
　

お
け
る
日
医
連
推
薦
候
補
者

　
　
　
（
釜
萢　

敏
氏
）
の
選
挙
支

　
　
　

援
活
動
を
強
力
に
展
開
す

　
　
　

る
。

２
）
各
選
挙
に
お
け
る
医
師
の
政
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兵
庫
県
医
師
連
盟
定
時
委
員
総
会
議
決
事
項

兵庫県医師連盟
委員長　八田　昌樹

　

令
和
７
年
４
月
13
日
（
日
）、
兵

庫
県
医
師
会
館
２
階
大
会
議
室
に
て

「
か
ま
や
ち
さ
と
し
決
起
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
林
兵
庫
県
医
師
連
盟
常
任
執
行

委
員
の
司
会
の
下
、
ま
ず
兵
庫
県
医

師
連
盟
委
員
長
の
八
田
昌
樹
氏
よ

り
、
厳
し
い
状
況
に
あ
る
医
療
現
場

の
再
興
に
は
か
ま
や
ち
さ
と
し
先
生

を
国
政
の
場
に
送
る
こ
と
が
必
須
で

あ
り
、
一
丸
と
な
っ
て
応
援
す
る
旨

の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
来
賓
と
し
て
日
本
医
師

連
盟
参
与
の
坂
本
泰
三
氏
、
参
議
院

議
員
（
自
由
民
主
党
兵
庫
県
支
部
連

合
会
会
長
）
の
末
松
信
介
氏
、
参
議

院
議
員
（
自
由
民
主
党
兵
庫
県
支
部

連
合
会
監
事
）
の
加
田
裕
之
氏
、
そ

し
て
兵
庫
県
議
会
議
員
（
自
由
民
主

党
兵
庫
県
支
部
連
合
会
選
挙
対
策
委

員
長
）
の
藤
本
百
男
氏
よ
り
、
か
ま

や
ち
さ
と
し
先
生
へ
の
力
強
い
支
援

の
ご
挨
拶
を
賜
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
参
議
院
議
員
の
羽
生
田

俊
氏
と
自
見
は
な
こ
氏
か
ら
の
ビ
デ

オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
上
映
さ
れ
、
激
励

の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

決
意
表
明
で
は
、
か
ま
や
ち
さ
と

し
先
生
よ
り
、
国
政
に
参
加
し
、
国

民
の
健
康
と
安
全
を
守
る
た
め
の
医

療
提
供
体
制
の
堅
持
・
強
化
、
地
域

医
療
の
確
保
、
そ
し
て
何
よ
り
も
医

療
従
事
者
の
働
く
環
境
改
善
に
向

け
、
今
後
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

く
と
の
熱
意
溢
れ
る
決
意
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
平
林
兵
庫
県
医
師
連
盟

常
任
執
行
委
員
に
よ
る
ガ
ン
バ
ロ
ー

コ
ー
ル
が
行
わ
れ
、
参
加
者
一
同
、

か
ま
や
ち
さ
と
し
先
生
を
支
援
す
る

強
い
気
持
ち
を
新
た
に
、
盛
況
の
う

ち
に
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

か
ま
や
ち
さ
と
し
決
起
大
会
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４
月
16
日
に
兵
庫
県

医
師
会
館
６
階
会
議
室

で
開
催
し
ま
し
た
。
こ

の
会
は
毎
年
１
回
、
自

由
民
主
党
兵
庫
県
支
部

連
合
会
に
所
属
す
る
県

会
議
員
と
兵
庫
県
医
師

連
盟
と
の
間
で
県
民
の

医
療
と
福
祉
に
関
す
る

課
題
を
議
論
し
、
連
盟

か
ら
の
要
望
を
県
政
に

反
映
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
意
見
交
換
を
行
っ

て
い
ま
す
。
八
田
昌
樹

連
盟
委
員
長
と
自
由
民

主
党
兵
庫
県
支
部
連
合
会
黒
川
治
幹

事
長
の
開
会
の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い

て
坂
本
泰
三
日
本
医
師
連
盟
参
与
か

ら
日
本
医
師
会
の
地
域
医
療
介
護
の

未
来
、
新
た
な
地
域
医
療
構
想
と
医

師
偏
在
対
策
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

次
に
医
師
連
盟
よ
り
、
兵
庫
県
医

師
会
か
ら
県
に
対
し
令
和
７
年
度
予

算
化
の
要
望
を
行
っ
た
が
認
め
ら
れ

て
お
ら
ず
、
次
年
度
の
予
算
編
成
で

重
点
的
に
要
望
し
た
い
項
目
を
取
り

上
げ
ま
し
た
。①
医
療
情
報
シ
ス
テ

ム
（
医
療
機
関
へ
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃

に
関
す
る
相
談
窓
口
設
置
等
に
つ
い

て
）②
ワ
ク
チ
ン
接
種
（
Ｒ
Ｓ
ウ
イ

ル
ス
母
子
免
疫
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
の

費
用
助
成
に
つ
い
て
）③
妊
婦
に
対

す
る
遠
方
の
分
娩
取
扱
施
設
へ
の
交

通
費
・
宿
泊
費
支
援
事
業
（
交
通
費
、

宿
泊
費
に
関
す
る
費
用
助
成
に
つ
い

て
）
の
３
項
目
を
担
当
執
行
役
員
か

ら
説
明
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
坂
本
日
医
連
参
与
か
ら
か

ま
や
ち
さ
と
し
先
生
へ
の
支
援
の
お

願
い
が
熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

連
盟
か
ら
の
要
望
に
関
し
て
も
、

活
発
な
質
疑
応
答
や
意
見
が
交
わ
さ

れ
て
有
意
義
な
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
４
月
20
日
（
日
）、
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
東
京

に
お
い
て
、
令
和
７
年
度
日
本
医
師

連
盟
医
政
活
動
研
究
会
が
開
催
さ

れ
、
兵
庫
県
医
師
連
盟
か
ら
は
私
と

八
田
委
員
長
が
参
加
い
た
し
ま
し

た
。
本
研
究
会
の
経
過
に
つ
い
て
、

以
下
の
と
お
り
ご
報
告
い
た
し
ま

す
。
ま
ず
、
日
本
医
師
連
盟
委
員
長

の
松
本
吉
郎
氏
よ
り
開
会
の
挨
拶
が

あ
り
そ
の
後
、
参
議
院
議
員
の
羽
生

田
俊
氏
、
自
見
は
な
こ
氏
よ
り
ご
挨

拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
に
講
演
１
と
し
て
日
本
医
師
連

盟
副
委
員
長
の
茂
松
茂
人
氏
よ
り
日

医
連
の
政
治
活
動
と
し
て
、
地
元
選

出
国
会
議
員
と
の
連
携
や
地
域
か
ら

の
「
声
上
げ
」
の
重
要
性
と
、
参
議

院
比
例
代
表
選
挙
に
お
け
る
比
例
代

表
候
補
者
を
擁
立
す
る
団
体
の
意
思

表
示
の
理
由
な
ど
に
つ
い
て
解
説
が

あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
２
で
は
衆
議
院
議
員
で
自
民

党
選
挙
対
策
委
員
長
の
木
原
誠
二
氏

よ
り
、
日
本
経
済
と
岸
田
政
権
の
方

向
性
や
直
面
す
る
最
大
課
題
「
物
価

高
」
へ
の
対
応
、
増
加
し
た
税
収
の

配
分
と
政
治
的
論
点
、
地
方
と
供
給

力
、
医
療
の
役
割
、
財
政
と
消
費
税

へ
の
所
見
に
つ
い
て
解
説
を
さ
れ
た

後
、
参
議
院
議
員
選
挙
へ
の
期
待
と

し
て
今
回
の
選
挙
は
激
戦
が
予
想
さ

れ
、
当
選
に
は
20
万
票
以
上
プ
ラ
ス

ア
ル
フ
ァ
（
30
〜
50
万
票
）
が
必
要

で
あ
る
と
し
、
医
療
界
内
部
だ
け
で

な
く
患
者
・
家
族
へ
の
働
き
か
け
も

重
要
で
あ
る
と
の
認
識
を
示
さ
れ
ま

し
た
。

　

講
演
３
で
は
「
今
後
の
か
ま
や
ち

さ
と
し
後
援
会
活
動
に
つ
い
て
」
日

本
医
師
連
盟
常
任
執
行
委
員
の
城
守

国
斗
氏
よ
り
、
公
示
前
・
選
挙
期
間

中
の
県
・
郡
市
区
医
師
連
盟
の
活
動
、

特
に
７
月
公
示
日
直
後
に
行
う
都
道

府
県
医
師
会
、
郡
市
区
医
師
会
の
役

員
か
ら
Ａ
１
会
員
へ
の
電
話
作
戦
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
各
地

の
活
動
と
し
て
は
福
岡
県
医
師
連

盟
、
群
馬
県
医
師
連
盟
よ
り
、
こ
れ

ま
で
の
活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

福
岡
県
医
師
連
盟
は
支
援
依
頼
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
、
医
師
会
員
・

医
療
従
事
者
関
係
の
確
実
票
の
獲
得

を
目
指
し
て
い
る
こ
と
、
サ
ポ
ー

タ
ー
名
簿
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
チ
ラ
シ

（
医
療
従
事
者
向
け
、
一
般
患
者
向

け
）、
勤
務
医
向
け
封
筒
を
作
成
し

た
こ
と
、
郡
市
区
医
師
会
と
連
携
し

電
話
作
戦
や
ミ
ニ
集
会
を
実
施
し
、

実
務
者
会
議
で
状
況
報
告
を
行
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
群
馬
県
医
師
連
盟
か
ら
は
12
年

前
の
選
挙
経
験
を
基
に
サ
ポ
ー
タ
ー

名
簿
を
集
め
、
信
頼
で
き
る
患
者
さ

ん
に
依
頼
し
て
い
る
こ
と
、
遊
説

カ
ー
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
対
応
、
各

地
区
で
の
決
起
大
会
へ
の
動
員
と
進

行
の
工
夫
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　

最
後
に
参
議
院
比
例
代
表
（
全
国

比
例
区
）
日
本
医
師
連
盟
推
薦
候
補

者
で
あ
る
か
ま
や
ち
さ
と
し
氏
よ

り
決
意
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。
か
ま

や
ち
氏
は
、皆
様
の
支
援
に
感
謝
し
、

全
力
で
頑
張
る
決
意
を
述
べ
ら
れ
、

医
療
や
介
護
の
現
場
の
厳
し
い
現
状

を
変
え
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
出
馬

を
決
意
し
た
と
し
、
今
後
取
り
組
む

べ
き
こ
と
と
し
て
、
医
療
・
介
護
事

業
が
継
続
で
き
る
施
策
、
医
療
従
事

者
の
待
遇
向
上
と
過
重
労
働
の
解

消
、
国
民
へ
の
質
の
高
い
医
療
提
供

の
実
現
を
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
そ
の
た
め
に
は
得
票
数
が
極
め
て

重
要
で
あ
り
、
50
万
票
獲
得
を
目
指

し
全
力
で
取
り
組
む
姿
勢
を
示
し
ま

し
た
。
国
民
が
驚
く
よ
う
な
医
療
・

介
護
の
底
力
を
見
せ
た
い
と
し
、
我

が
国
に
お
い
て
医
療
と
介
護
の
仕
組

み
が
今
後
も
し
っ
か
り
機
能
し
、
国

民
が
等
し
く
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
と
述
べ
、

引
き
続
き
の
支
援
を
強
く
訴
え
ら
れ

ま
し
た
。
決
意
表
明
に
続
い
て
群
馬

県
医
師
連
盟
委
員
長
の
須
藤
英
仁
氏

の
発
声
に
よ
る
「
が
ん
ば
ろ
う
コ
ー

ル
」
が
行
わ
れ
、
令
和
７
年
度
日
本

医
師
連
盟
医
政
活
動
研
究
会
は
盛
況

の
う
ち
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

医
師
連
盟
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会

委
員
長　

北
垣
幸
央

を
取
り

シ
ス
テ

ー
攻
撃

に
つ
い

Ｓ
ウ
イ

接
種
の

令
和
７
年
４
月
20
日
（
日
）、
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
東
京

日
本
医
師
連
盟

医
政
活
動
研
究
会

令和７年度

　

令
和
６
年
９
月
５
日
に
自
民
党
県

議
団
と
の
意
見
交
換
を
行
い
、
令
和

７
年
度
県
予
算
編
成
に
対
す
る
最
重

点
要
望
事
項
と
し
て
、「
帯
状
疱
疹

ワ
ク
チ
ン
公
費
補
助
に
つ
い
て
」
実

現
方
を
強
く
要
望
し
た
事
項
に
つ
い

て
、
令
和
７
年
３
月
19
日
（
水
）
午

後
４
時
30
分
か
ら
県
庁
３
号
館
４
階

の
大
会
議
室
に
お
い
て
、
要
望
事
項

に
対
す
る
回
答
も
含
め
た
意
見
交
換

が
開
催
さ
れ
た
。

　

自
民
党
県
議
団
か
ら
は
、
山
本
敏

信（
高
砂
市
）、北
川
泰
寿（
西
宮
市
）、

黒
川
治（
尼
崎
市
）、北
浜
み
ど
り（
神

戸
市
灘
区
）、
吉
岡
た
け
し
（
神
戸

市
垂
水
区
）、長
瀬
た
け
し
（
神
戸
）、

松
本
裕
一
（
加
古
川
市
）、
橘
秀
太

郎
（
豊
岡
市
・
美
方
郡
）、
の
12
名
、

県
医
師
連
盟
か
ら
は
、
八
田
昌
樹
委

員
長
、
三
浦
副
委
員
長
、
平
林
常
任

執
行
委
員
、
片
山
常
任
執
行
委
員
、

事
務
局
２
名
が
出
席
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
大
上
和
則
自
民
党

健
康
福
祉
部
会
県
議
、
八
田
昌
樹
兵

庫
県
医
師
連
盟
委
員
長
か
ら
挨
拶
を

頂
き
、
続
い
て
県
医
師
会
か
ら
の
要

望
に
対
す
る
回
答
、
懇
談
が
行
わ
れ

た
。

回　

答

　

令
和
７
年
４
月
よ
り
65
歳
の
方
を

対
象
と
し
た
定
期
接
種
化
の
方
針
が

示
さ
れ
た
。
県
と
し
て
は
、
円
滑
な

事
業
移
行
と
す
る
た
め
、
令
和
７
年

度
に
限
り
、
満
50
歳
以
上
60
歳
以
下

の
方
に
限
定
し
、
市
町
助
成
事
業
に

対
す
る
補
助
事
業
を
継
続
す
る
。
定

期
接
種
に
か
か
る
費
用
に
つ
い
て

は
、
十
分
な
財
政
措
置
を
講
じ
る
よ

う
国
へ
要
望
し
て
い
く
。

回　

答

兵
庫
県
議
会
自
由
民
主
党
議
員
団
と
の

令
和
７
年
度
県
予
算
編
成
に
対
す
る

要
望
の
回
答
と
意
見
交
換
会

県民の医療と福祉を考える会

10 区（高砂市）
山本 敏信 議員

抱負：後期高齢者で、かかりつけ医に
生命を預けています

10 区（加古郡）
岡 つよし 議員

趣味：シャインマスカットと
藤稔を作っています。

11 区（姫路市）
水田 裕一郎 議員

趣味：ドライブ好きです。
抱負：信条は信義誠実です。

12区（たつの市・揖保郡）
山口 晋平 議員

趣味：ゴルフ
抱負：恕の精神（思いやり）の

地域づくりを頑張ります。

趣味：歴史散策、少し旧い車
抱負：闘う政調会の構築

3 区（垂水区）
吉岡 たけし 議員

趣味：バドミントン
抱負：一所懸命、責任ある県政を目指して

4 区（西区）
谷口 俊介 議員

趣味：紅茶を楽しむのが好きです。
抱負：政策職人で精進中！

4 区（三木市）
村岡 真夕子 議員

趣味：日々血糖値を下げるのが日課です
抱負：地域医療を守っていくために頑張ります

4 区（加東市）
藤本 百男 議員

抱負：県民の健康を支える
皆様の活動を応援します！

5 区（三田市）
白井 和弥 議員

1 区（東灘区）
長瀬 たけし 議員

抱負：地域医療の充実の為
ブレずに頑張ります！

抱負：新生児に対する支援は
最重要事項と考えてます。

1 区（灘区）
北浜 みどり 議員

趣味：ソロキャンプ
抱負：全力！

3 区（須磨区）
伊藤 傑 議員

趣味：F1観戦
抱負：現場の先生方の声にしっかり耳を

傾け県政に反映させる。

1 区（中央区）
伊藤 栄介 議員

趣味：靴磨きで心を整えます。
抱負：共に頑張ってまいります！

2 区（北区）
奥谷 謙一 議員

抱負：地域医療の充実に向けて
お互い知恵を出しあいましょう。

5 区（丹波市）
石川 憲幸 議員

7 区（西宮市）
北川 泰寿 議員

抱負：健康寿命と社会保障充実を
念頭に努めます

8 区（尼崎市）
黒川 治 議員

抱負：自民党県連幹事長の責任として、
　　　参議院選挙、頑張ります。
　　　かまやちさとし候補予定者必勝 !!

9 区（洲本市）
浜田 知昭 議員

趣味：散歩、家庭菜園
抱負：現場の声を聴く力の更なる向上

9 区（南あわじ市）
太田 康文 議員

抱負：兵庫の地域医療を守る為、
共に頑張ります !!

10 区（加古川市）
松本 裕一 議員

抱負：お役に立てる様がんばって参ります

抱負：地域医療を守るために
一緒に取り組みます

6 区（宝塚市）
風早 ひさお 議員

出 席 議 員

かまやちさとし先生



田
中
執
行
委
員
（
以
下
田
中
）　　

　

こ
の
度
は
国
会
開
催
中
に
も
か
か

わ
ら
ず
兵
庫
県
医
師
連
盟
の
議
員
対

談
の
お
時
間
を
頂
戴
し
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
兵
庫
５
区
で
は
お

父
様
の
洋
一
先
生
の
頃
か
ら
存
じ
上

げ
て
お
り
ま
す
が
、
谷
先
生
の
ご
経

歴
な
ど
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

谷
衆
議
院
議
員
（
以
下
谷
）

　

も
と
も
と
親
父
も
そ
う
で
す
け
ど

も
、
今
の
香
美
町
、
前
の
村
岡
町
で

小
中
学
生
時
代
を
過
ご
し
、
今
は
但

馬
で
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
け
ど
、

当
時
は
北
と
南
に
分
か
れ
て
い
て
、

村
岡
町
は
南
但
馬
学
区
で
し
た
。
南

但
馬
学
区
か
ら
県
立
八
鹿
高
校
に
進

み
明
治
大
学
に
入
学
い
た
し
ま
し

て
、
卒
業
後
は
国
家
公
務
員
上
級
試

験
に
も
合
格
し
た
の
で
す
が
、
当
時

は
社
会
党
系
の
知
事
が
も
っ
と
市
町

自
体
が
元
気
に
頑
張
ろ
う
と
い
う
機

運
が
全
国
的
に
盛
り
上
が
っ
て
い
る

革
新
自
治
体
の
時
代
で
し
た
。
革
新

自
治
体
と
し
て
大
阪
府
は
黒
田
知

事
、
神
奈
川
県
は
長
州
知
事
、
京
都

は
蛭
川
知
事
、
美
濃
部
知
事
も
そ
う

で
す
ね
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

私
は
兵
庫
県
の
職
員
と
し
て
採
用
さ

れ
て
神
戸
市
に
在
住
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
３
年
ほ
ど
経
っ
た
こ
ろ
国
の

ほ
う
か
ら
人
事
交
流
の
よ
う
な
形
で

当
時
の
自
治
省
今
の
総
務
省
に
出
向

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

田
中　

大
学
を
卒
業
さ
れ
て
兵
庫
県

庁
に
３
年
勤
務
さ
れ
て
か
ら
、
東
京

に
５
年
間
過
ご
さ
れ
た
の
で
す
ね
。

谷　

え
え
、ち
ょ
う
ど
結
婚
を
し
て
、

子
供
も
東
京
で
生
ま
れ
て
約
束
ど
お

り
５
年
ほ
ど
い
て
、
30
歳
こ
ろ
に
兵

庫
県
に
戻
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
県

庁
で
は
当
時
の
貝
原
知
事
の
も
と
で

10
年
余
り
主
に
財
政
の
仕
事
、
国
の

財
務
省
の
よ
う
な
仕
事
が
割
と
長

か
っ
た
の
で
す
。
企
業
庁
、
県
民
生

活
部
と
い
う
健
康
・
福
祉
・
文
化
・

環
境
を
所
轄
す
る
部
で
総
務
課
長
を

し
て
い
た
こ
ろ
に
起
こ
っ
た
の
が
、

あ
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
す
。
当

時
か
ら
首
都
圏
直
下
地
震
と
い
う
の

は
、
危
険
性
と
い
う
の
は
よ
く
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
、
何
か
関
西

に
地
震
は
な
い
と
い
う
。

田
中　

そ
う
で
す
ね
。な
い
と
い
う
、

神
話
の
よ
う
に
ね
。

谷　

根
拠
の
な
い
神
話
で
し
た
。
だ

か
ら
反
省
さ
せ
ら
れ
ま
す
ね
。
伊
勢

湾
台
風
が
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
、
そ

の
頃
は
言
わ
ば
国
全
体
が
豊
か
で
な

か
っ
た
頃
で
、
豊
か
に
な
っ
た
日
本

で
大
都
市
を
襲
っ
た
地
震
と
い
う
の

は
初
め
て
で
し
た
か
ら
、
よ
く
何
で

も
前
例
は
ど
う
し
て
い
た
、
か
つ
て

は
ど
う
し
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
を

特
に
公
務
員
関
係
、
行
政
関
係
は
言

わ
れ
る
の
で
す

が
、
そ
ん
な
も

の
何
も
な
い
。

本
当
に
今
か
ら

思
え
ば
、
し
ゃ

か
り
き
で
頑

張
っ
た
、
頑
張
っ

た
け
れ
ど
も
、

当
時
は
前
に
向

い
て
い
る
の
か
、

そ
れ
と
も
ク
ル
ク
ル
ク
ル
ク
ル
漂
っ

て
、円
を
描
い
て
い
る
の
か
。
い
や
、

結
構
前
に
向
い
て
い
る
よ
う
で
、
ま

た
戻
っ
て
本
当
に
な
か
な
か
分
か
ら

な
か
っ
た
で
す
ね
。今
か
ら
思
え
ば
、

恥
ず
か
し
い
よ
う
な
こ
と
で
す
け
ど

も
、
県
も
神
戸
市
も
、
あ
る
い
は
国

も
そ
う
で
す
け
ど
、
想
定
し
て
い
な

い
か
ら
宿
直
要
員
な
ん
か
誰
も
い
な

い
。
か
つ
て
地
震
は
日
本
に
な
か
っ

た
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、

そ
れ
は
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
。
い
っ
ぱ

い
あ
っ
た
け
れ
ど
も
想
定
し
て
な
い

と
い
う
か
、
実
に
甘
い
と
い
う
か
。

被
害
の
状
況
が
判
る
に
つ
れ
、
何
が

必
要
な
の
か
、
国
の
支
援
が
ど
の
よ

う
に
あ
る
の
か
、
ど
う
い
う
仕
組
み

に
な
っ
て
い
る
の
か
、
ま
ず
仮
設
住

宅
を
作
ら
な
き
ゃ
な
ら
な
い
。
仮
設

住
宅
に
つ
い
て
も
そ
れ
ま
で
災
害
に

よ
っ
て
建
て
た
の
が
一
番
多
か
っ
た

の
が
雲
仙
普
賢
岳
火
砕
流
の
時
で
し

た
が
、
数
十
戸
で
す
よ
。
阪
神
・
淡

路
は
結
局
何
度
も
何
度
も
追
加
発
注

し
て
、
４
万
数
千
戸
で
す
か
ら
、
言

わ
ば
桁
が
違
っ
て
、
国
の
ほ
う
も
含

め
て
手
探
り
で
復
旧
復
興
に
取
り
組

ん
だ
と
い
う
こ
と
じ
ゃ
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

田
中　

そ
う
で
す
ね
、
先
生
の
忸
怩

た
る
思
い
が
歴
任
さ
れ
た
内
閣
府
防

災
担
当
大
臣
に
繋
が
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。

谷　

震
災
を
経
験
し
て
、
管
理
職
と

課
長
と
な
り
防
災
局
長
も
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
頃
に
、
父
が
政
界
を
引
退

す
る
と
い
う
こ
と
で
、
衆
議
院
選
挙

に
出
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
地
元

の
県
会
議
員
も
出
た
い
と
い
う
方
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
自
民
党
支
部
に

よ
る
予
備
投
票
を
経
て
平
成
15
年
で

す
ね
。
２
０
０
３
年
な
の
で
、
22
年

前
に
衆
議
院
議
員
と
な
り
、
い
ろ
ん

な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

ど
う
に
か
連
続
当
選
８
回
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
た
だ
政
権
交
代
選

挙
の
と
き
は
、
さ
す
が
に
私
も
比
例

で
救
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
も
と

も
と
但
馬
で
生
ま
れ
育
っ
た
と
い
う

こ
と
で
、
や
っ
ぱ
り
地
方
の
活
性
化

と
い
う
今
の
言
葉
で
言
え
ば
地
方
創

生
、
そ
れ
か
ら
阪
神
・
淡
路
大
震
災

を
経
験
し
て
。
国
な
り
自
治
体
の
防

災
体
制
な
り
備
え
の
お
粗
末
さ
と
い

う
の
も
身
を
持
っ
て
経
験
し
て
い
ま

す
か
ら
。
ほ
と
ん
ど
山
林
地
区
な
の

で
防
災
と
減
災
あ
る
い
は
国
土
強
靱

化
、
一
次
産
業
で
あ
る
漁
業
と
か
農

林
業
に
も
し
っ
か
り
力
を
入
れ
て
今

ま
で
来
ま
し
た
。
地
域
の
課
題
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
や
っ

ぱ
り
医
療
に
関
す
る
病
院
で
す
ね
。

先
生
の
地
元
の
丹
波
市
も
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
し
た
ね
。

田
中　

は
い
。
平
成
16
年
か
ら
始

ま
っ
た
新
医
師
研
修
医
制
度
に
よ
り

病
院
の
ド
ク
タ
ー
の
減
少
が
続
き
、

丹
波
市
で
は
市
民
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

コ
ン
ビ
ニ
受
診
を
控
え
て
病
院
の
先

生
を
守
ろ
う
と
い
っ
た
運
動
が
広
が

り
、
住
民
の
意

識
改
革
が
あ
り

ま
し
た
。
県
立

柏
原
病
院
と
柏

原
赤
十
字
病
院

の
統
合
合
併
も

公
立
病
院
と
の

合
併
は
全
国
で

初
め
て
の
こ
と

で
難
渋
し
ま
し

た
が
、
今
で
は
大
変
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

谷　

私
の
選
挙
区
で
は
医
療
の
確
保

に
苦
労
し
て
な
い
と
こ
ろ
は
殆
ど
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
問
題
と
課

題
を
見
て
き
て
お
り
ま
す
。
但
馬
地

域
の
場
合
は
戦
前
か
ら
国
公
立
の
病

院
は
全
く
な
か
っ
た
の
で
、
医
療
は

自
分
た
ち
で
と
の
思
い
か
ら
組
合
立

で
運
営
さ
れ
て
き
ま
し
た
の
で
財
政

基
盤
は
弱
く
運
営
を
ど
う
持
続
さ
せ

て
、
医
師
の
確
保
に
み
ん
な
頭
を

絞
っ
て
ま
す
ね
。
摂
丹
地
区
で
は
丹

波
篠
山
市
の
、
さ
さ
や
ま
医
療
セ
ン

タ
ー
の
兵
庫
医
科
大
学
病
院
の
撤
退

問
題
。
三
田
市
で
は
マ
ス
コ
ミ
で
も

大
き
く
報
道
さ
れ
た
三
田
市
民
病
院

と
済
生
会
病
院
は
市
長
選
挙
に
も
影

響
し
ま
し
た
が
公
約
を
変
え
た
こ
と

は
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

田
中　

先
生
は
国
家
公
安
委
員
会
委

員
長
、
国
土
交
通
省
で
は
震
災
復
興

特
別
委
員
長
、
さ
ら
に
復
興
副
大
臣

を
歴
任
さ
れ
て
、
今
で
も
東
日
本
大

震
災
復
興
に
関
す
る
本
部
長
と
防
災

体
制
強
化
本
部
長
の
役
職
に
つ
か
れ

て
お
り
ま
す
。
災
害
の
発
災
直
後
か

ら
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
、
災
害
医
療
支
援
派
遣

チ
ー
ム
が
災
害
地
に
48
時
間
以
内
に

救
済
に
入
り
、
そ
の
後
は
日
本
医
師

会
か
ら
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が
被
災
者
の
生
命

と
健
康
を
守
り
、
被
災
地
の
公
衆
衛

生
の
回
復
と
地
域
医
療
の
再
生
を
支

援
し
て
お
り
ま
す
。
先
生
の
防
災
と

医
療
に
つ
い
て
の
お
考
え
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
聞
か
せ
願
い
た
い
で
す

け
ど
。

谷　

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
阪
神
・
淡
路
の
教

訓
を
生
か
し
て
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
じ
め
全
国

的
に
広
が
っ
て
、
国
も
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
、
今
で
は
す
っ
か
り
定
着
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
医

療
の
仕
組
み
を
ま
ね
て
ね
、
ほ
か
の

分
野
で
も
い
ろ
い
ろ
、
い
い
動
き
は

あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
医
師
だ
け
で

は
な
く
て
、
医
師
を
中
心
と
し
て
、

看
護
師
、
薬
剤
師
、
理
学
療
法
士
と

か
ね
。
能
登
に
も
４
回
ほ
ど
視
察
に

行
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
よ
く
ず
っ

と
避
難
所
に
出
向
か
れ
て
い
て
、
本

当
に
助
か
っ
て
る
と
思
い
ま
す
。
当

面
の
緊
急
的
な
支
援
と
、
持
続
し
た

フ
ォ
ロ
ー
と
い
う
意
味
で
は
本
当
に

そ
れ
は
効
果
が
あ
る
し
、
い
い
仕
組

み
だ
と
は
思
い
ま
す
。

田
中　

そ
う
で
す
ね
。
復
興
に
関
し

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

谷　

自
民
党
の
東
日
本
大
震
災
復
興

加
速
化
本
部
の
本
部
長
を
し
て
る
ん

で
す
。
国
は
令
和
８
年
度
に
防
災
庁

の
設
置
を
考
え
て
お
り
、
自
民
党
の

意
見
を
ま
と
め
て
政
府
の
ほ
う
に
提

言
し
ま
す
。
東
北
の
復
興
は
単
な
る

地
震
、
津
波
だ
け
で
は
な
く
て
、
原

子
力
災
害
で
す
か
ら
な
か
な
か
大
変

で
す
。

田
中　

難
し
い
で
し
ょ
う
ね
。

谷　

福
島
第
一
原
発
の
直
下
に
あ
る

（
四
面
に
つ
づ
く
）
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【
た
つ
の
市
・
揖
保
郡
医
師
連
盟
】

　

た
つ
の
市
・
揖
保
郡
医
師
会
は
、

Ａ
会
員
65
名
、Ｂ
会
員
58
名
、Ｃ
会
員

１
名
、
計
１
２
４
名
で
す
。

　

市
長
や
町
長
、
議
員
な
ど
と
の
定

期
的
な
会
合
や
意
見
交
換
な
ど
は

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
い
ろ
い
ろ

な
関
連
事
業
の
委
員
会
や
会
議
で
、

顔
の
見
え
る
関
係
は
で
き
て
お
り
、

新
年
会
に
は
い
つ
も
ご
臨
席
賜
り

「
医
師
会
の
お
っ
し
ゃ
る
こ
と
は
な

ん
で
も
お
聞
き
し
ま
す
よ
」
と
言
っ

て
い
た
だ
け
る
良
好
な
関
係
を
築
い

て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
７
月
に
は
参
議
院
議

員
選
挙
が
予
定
さ
れ
、
日
本
医
師
連

盟
は
、
本
会
の
釜
萢
敏
（
か
ま
や
ち

さ
と
し
）
副
会
長
を
組
織
内
候
補
と

し
て
擁
立
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
い

ま
す
。
私
自
身
、
会
長
に
な
っ
た
こ

と
で
医
師
連
盟
委
員
長
も
兼
任
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
選
挙
等
に

は
本
当
に
疎
く
、
現
在
、
県
医
師
連

盟
常
任
執
行
委
員
で
日
医
連
参
与
の

坂
本
泰
三
氏
の
ご
講
演
を
拝
聴
さ
せ

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
勉

強
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。私
に
は
、

当
会
の
歴
代
会
長
の
よ
う
な
強
い

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
ま
で
と
同

じ
よ
う
な
や
り
方
で
は
、
結
果
と
し

て
な
か
な
か
得
票
に
は
結
び
つ
い
て

こ
な
か
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、

坂
本
先
生
も
ど
う
す
れ
ば
、
全
国
の

県
別
得
票
率
の
最
下
位
争
い
か
ら
脱

却
で
き
る
か
模
索
中
だ
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
私
た
ち

は
、
県
医
師
連
盟
の
会
合
で
「
か
ま

や
ち
さ
と
し
」
氏
の
名
前
を
繰
り
返

し
お
聞
き
し
、
県
医
師
連
盟
の
役
員

の
先
生
方
の
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
直

に
見
て
い
る
う
ち
に
自
然
と
応
援
し

よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
く
る

の
で
す
が
、
こ
の
空
気
は
、
せ
い
ぜ

い
郡
市
医
師
連
盟
の
方
々
に
ま
で
し

か
届
い
て
い
な
い
よ
う
で
す
（
た
つ

の
市
・
揖
保
郡
医
師
連
盟
の
場
合
は

役
員
12
名
）。
坂
本
先
生
は
、
会
員

１
人
に
つ
き
、
配
偶
者
、
ス
タ
ッ
フ
、

患
者
さ
ん
な
ど
か
ら
支
援
者
を
20
人

は
集
め
る
よ
う
画
策
を
し
て
下
さ
い

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
そ
こ
ま
で

の
人
数
は
な
か
な
か
難
し
い
に
し

ろ
、
た
つ
の
市
・
揖
保
郡
医
師
会
に

は
１
２
４
名
の
会
員
が
い
る
の
で
、

そ
こ
に
草
の
根
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
が

で
き
れ
ば
、
も
う
少
し
得
票
が
伸
び

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。「
か
ま
や
ち
さ
と
し
」
氏
の
名

前
を
会
員
の
皆
さ
ん
に
憶
え
て
い
た

だ
く
た
め
の
戦
略
と
し
て
、
会
員
の

皆
さ
ん
が
集
ま
る
新
年
会
や
総
会
で

医
師
連
盟
を
開
催
し
、
坂
本
先
生
か

ら
頂
い
た
講
演
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ

て
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
支
援
活
動
を

行
い
ま
し
た
が
、
総
会
や
懇
親
会
に

出
席
さ
れ
る
会
員
は
限
ら
れ
て
お

り
、
そ
れ
だ
け
で
は
会
員
の
皆
さ
ん

へ
の
浸
透
は
難
し
い
よ
う
に
思
い
ま

す
。
さ
ら
に
よ
り
多
く
の
会
員
の
皆

さ
ん
へ
浸
透
さ
せ
る
た
め
に
は
、Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
活
用
も
考
え
て
い
ま
す
が
、

医
師
会
は
、
政
治
活
動
が
制
限
さ
れ

て
い
る
と
伺
っ
て
お
り
、
会
員
の
皆

さ
ん
へ
の
ス
ラ
イ
ド
資
料
の
配
布
や

動
画
配
信
を
視
聴
し
て
い
た
だ
く
に

あ
た
り
、
医
師
会
と
医
師
連
盟
の
活

動
と
の
線
引
き
や
、
ま
た
公
職
選
挙

法
と
い
う
厄
介
な
地
雷
も
あ
り
、
公

示
日
ま
で
、
選
挙
期
間
中
、
選
挙
当

日
の
具
体
的
な
支
援
活
動
に
お
い

て
、
こ
こ
ま
で
な
ら
Ｏ
Ｋ
、
こ
れ
は

ダ
メ
と
気
軽
に
教
え
て
い
た
だ
け
る

窓
口
で
も
あ
れ
ば
、
も
っ
と
積
極
的

に
支
援
活
動
が
展
開
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
た
つ
の
市
・

揖
保
郡
医
師
連
盟
と
し
て
、
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
、
自
分
た
ち
に
で
き
る

支
援
活
動
を
行
う
こ
と
で
、
で
き
る

だ
け
多
く
の
会
員
の
皆
さ
ん
に
投
票

に
行
っ
て
も
ら
い
、
得
票
へ
と
結
び

つ
け
ら
れ
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

たつの市・揖保郡医師連盟
委員長　佐野　一成

（
三
面
よ
り
）

双
葉
、
大
熊
の
２
つ
の
町
。
双
葉
町

な
ど
は
も
と
も
と
人
口
が
６
，
０
０

０
人
が
今
は
５
０
０
人
程
度
で
す

よ
。
形
式
的
な
住
民
基
本
台
帳
上
は

５
，
０
０
０
人
で
す
が
特
例
法
に
よ

り
こ
れ
は
一
時
的
な
避
難
だ
と
し
て

住
民
票
を
現
住
所
に
移
す
こ
と
を
猶

予
さ
れ
て
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

田
中　

５
０
０
人
で
は
町
と
し
て
の

体
を
な
し
て
な
い
よ
う
で
す
ね
。

谷　

た
だ
町
長
を
は
じ
め
、
何
と
か

戻
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
も
そ

う
で
す
け
ど
も
、
結
構
移
住
し
て
商

売
を
や
り
た
い
と
い
う
方
も
い
る

し
、ワ
イ
ン
に
取
り
組
も
う
と
か
ね
。

そ
う
い
う
方
も
出
始
め
て
ま
す
。
い

ろ
い
ろ
国
の
研
究
機
関
も
新
た
に
つ

く
る
と
か
ね
、
工
業
誘
致
を
相
当

大
々
的
に
や
る
と
か
ね
、
そ
れ
は
取

り
組
ん
で
は
い
る
け
ど
、
な
か
な
か

元
の
人
口
ま
で
と
い
う
の
は
、
し
ん

ど
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
ね
。
同
じ

こ
と
は
少
し
形
態
が
違
い
ま
す
け
れ

ど
も
、
能
登
で
も
言
え
る
か
と
思
い

ま
す
ね
。
よ
く
新
聞
報
道
で
１
年
で

人
口
が
２
割
減
っ
た
と
か
言
っ
て

も
、
本
当
は
そ
ん
な
も
ん
じ
ゃ
な
い

と
思
い
ま
す
よ
。
住
民
票
を
移
さ
ず

避
難
し
て
親
戚
宅
に
い
る
と
か
、
現

実
の
双
葉
町
も
能
登
も
ま
だ
被
災
地

に
残
っ
て
る
方
と
い
う
の
は
正
確
に

は
行
政
も
つ
か
ん
で
い
な
い
か
ら
分

か
ら
な
い
で
す
。

田
中　

最
後
に
お
尋
ね
し
ま
す
が
、

先
の
衆
議
院
解
散
に
伴
う
総
選
挙
の

先
生
の
ポ
ス
タ
ー
に
あ
る
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
と
い
う
か
、「
驕
ら
ず
、

怯
ま
ず
、
へ
こ
た
れ
ず
」
に
つ
い
て

教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

谷　

あ
あ
、
こ
れ
は
言
わ
ば
時
が
時

で
す
か
ら
、
妻
な
ど
家
族
か
ら
、
あ

ん
た
偉
そ
う
に
見
え
る
わ
よ
と
言
う

の
で
自
戒
を
込
め
て
驕
ら
ず
と
。
怯

ま
ず
と
い
う
の
は
、
ど
う
し
て
も

し
ょ
ぼ
ん
と
な
っ
て
前
に
進
め
ず
変

に
忖
度
し
た
り
ね
、
そ
う
い
う
こ
と

が
な
い
よ
う
に
怯
ま

ず
、
そ
し
て
と
に
か

く
、
へ
こ
た
れ
る
こ

と
が
な
い
よ
う
に
と

い
う
意
味
合
い
で
。

田
中　

お
忙
し
い

中
、
長
い
時
間
ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
先
生
の

ご
健
康
と
益
々
の
ご

活
躍
を
祈
念
し
て
お

り
ま
す
。
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

谷　

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

谷 公一 衆議院議員　　　　          田中庸生 執行委員

日本医師連盟・兵庫県医師連盟推薦

かだ裕之かだ裕之かだ裕之
参議院議員（兵庫県選挙区）参議院議員（兵庫県選挙区）参議院議員（兵庫県選挙区）

1953年　群馬県高崎市 生まれ
1978年　日本医科大学医学部 卒業
2005年　高崎市医師会 会長
2014年　日本医師会 常任理事
2020年　新型コロナウイルス感染症対策
　　　　 専門家会議構成員
　　　　 新型コロナウイルスアドバイザリー
　　　　 ボード構成員
2023年　新型インフルエンザ等対策推進
　　　　 会議構成員

1970年　兵庫県神戸市生まれ
1993年　甲南大学法学部卒業
　　　　 神戸新聞マーケティングセンター
　　　　 企画編集部勤務、
　　　　 衆議院議員奥谷通・公設秘書
2003年　兵庫県議会議員（長田区）４期
　　　　 兵庫県議会副議長、自民党県議団
　　　　 幹事長などを歴任
2019年　参議院議員選挙（兵庫県選挙区）
　　　　 にて初当選
2021年　法務大臣政務官、経済産業委員会・
　　　　 法務委員会・議院運営委員会の
　　　　 理事
2022年　参議院自民党国会対策副委員長
　　　　 などを歴任
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